
１．外国人患者の年間受入れ実績について
Ｑ 1

受入実績 あり・なし →ありの場合、Ｑ２へ
→なしの場合、Ｑ５へ

Ｑ 2 受入実績のある医療機関にお聞きします。昨年度の外国人患者数についてお答えください。
※正確な数がわからない場合は概数で結構です。
※訪日外国人、在留外国人別に集計していない場合は、すべて（Ｃ）にご入力願います。
※訪日外国人、在留外国人の定義は調査票Ｂと同様です。 （人）

Ｑ 3

英語 人
中国語 人
韓国・朝鮮語 人
タイ語 人
マレーシア語 人
タガログ語 人
フランス語 人
スペイン語 人
その他 語 人
その他 語 人

（計 0 名）

Ｑ 4

1 2 3

20 (その他記入欄)

～調査票Ｄ　大阪府独自追加調査～
医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査

訪日外国人患者の受診理由について、選択肢から上位3つをお選びください。

選択肢

１．発熱 ２．意識障害 ３．頭痛 ４．めまい・ふらつき ５．痙攣 ６．胸痛・背部痛 ７．動悸
８．呼吸困難 ９．咳嗽・喀痰 10．腹痛 11．嘔気・嘔吐 12．下痢
13．外傷（挫創、打撲、捻挫等、創処置が必要となるものを含む） 14．異物誤飲
15．熱傷 16．四肢（長管骨）骨折疑い 17．鼻出血 18．発疹 19．食物・薬物アレルギー
20．その他

0

区分 新規入院患者
数

（a）訪日外国人
患者

（b）在留外国人
患者

（c）訪日か在留
か不明

受入実績のある医療機関にお聞きします。昨年度中に対応したことのある言語についてお
答えください。※正確な数がわからない場合は概数で結構です。

昨年度（平成29年4月1日～平成30年3月31日）中の、受入実績をご回答願います。

うち救急搬送患者数
外来初診患者数

うち救急搬送患者数

0
外国人患者数

合計
（a）∔（b）∔（c）

0 0

・本調査は、外国人患者受入れ体制の状況等について実態を把握し、今後の体制整備のための基礎資料を得る

目的で行うものです。 

・本調査票は、同封の厚生労働省調査票（調査票Ａ・Ｂ・Ｃ）に加えて、大阪府が独自に大阪府内の全病院、無作

為に抽出された診療所に対して調査するものです。地域周産期母子医療センター及び総合周産期医療センターは

調査票Ａ、Ｂ、Ｃに加え当該Ｄを、それ以外の病院及び診療所におかれては、調査票Ａ，Ｂに加え当該調査票Ｄに
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2．宿泊施設との連携状況について
Ｑ 5

→
→

Ｑ 6

1 患者の来院受診
2 患者に関する往診
3 患者に関する電話相談
4 その他(記述欄にも記入願います）

4(その他記入欄)

３．外国人患者受入れに向けた情報について
Ｑ 7

1 多言語問診票
2 外国人患者対応等各種マニュアル
3 医療通訳サービス情報
4
5 受入れ体制整備に向けた補助金情報
6 外国人患者受入れの好事例集
7 その他(記述欄にも記入願います）

7(その他記入欄)

※参考～具体例
2 外国人患者対応等各種マニュアル

行政、公的団体がそれぞれ編纂している外国人患者受入れに向けた対応方法をまとめたマニュアル。

5 受入れ体制整備に向けた補助金情報

Ｑ 7-1

パソコンからの利用 1
モバイルからの利用 2
利用形態は不明 3

Ｑ 8

・ 知っているか？

・ 使っているか？

※ 各項目の下のURLは各マニュアルなどへのリンクです。

ＷＥＢサイト等で、医療情報を検索・閲覧・参考にする際の利用形態について、○を付けて
ください。（複数選択可）

モバイル端末で利用可能な多言語医療情報アプリ

外国人患者受入をサポートするための以下のサイト、各種マニュアル、事業について、知っ
ているか、使っているかを各欄に該当する数字でご回答ください。

→１．よく使っている、２．時々使っている、３．使っていない、４知らない

→１．知っている、２．知らない

宿泊施設等との両者合意により連携体制を構築しているとお答えいただいた医療機関にお
聞きいたします。連携体制の内容について、該当する項目の横の欄に「〇」を記入してくだ
さい。（複数回答可）

厚生労働省　外国人患者受入れのための病院用マニュアル案(厚労省)											
http://www.twmu.ac.jp/Basic/int-trop/_userdata/sympo_001.pdf											
外国人患者の受入参考書(経産省)											
http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/26fy_sankousyo_all.pdf											

　厚生労働省補助事業
　・医療機関における外国人患者受入れ環境整備事業（平成25年度～）
　　①医療通訳配置等間接補助事業（外国人患者受入れ拠点病院）
　　②外国人患者受入体制整備支援間接補助事業（平成28年度2次補正）
　　③電話通訳サービス利用支援間接補助事業
　　④医療通訳養成支援間接補助事業
　・医療機関における外国人患者受入れ環境施設整備事業
　　　外国人患者受入れのため、施設の新築、増築、改築等を行う医療機関に対する補助

なしの場合、Ｑ7へ

外国人患者の受け入れに向けて、どのような情報があれば便利と考えますか。該当する項
目の横の欄に「○」を記入してください。(複数選択可）

外国人患者の受入れについて、宿泊施設等と両者合意により連携協定を締結する等連携
体制を構築していますか。あり、なしでご回答願います。

ありの場合、Ｑ6へ



外国人患者の受入参考書(経産省)

多言語医療問診票（かながわ国際交流財団）

AMDA国際医療情報センターによる電話通訳

AMDA国際医療情報センターによる各種対訳書(マニュアル)

その他民間電話通訳・タブレット等多言語ツール

Ｑ 9
(自由記述欄)

4 自由意見
Ｑ 10

(自由記述欄)

調査は以上です。ご協力ありがとうございました。

http://www.kifjp.org/medical/
5

6

7

8

3

4

外国人患者受入をサポートするための各種マニュアル、事業

より良い外国人医療のためのリンク集（大阪府サイト）

外国人のための医療情報ガイド（大阪府サイト）

知っている 使っている

http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/26fy_sankousyo_all.pdf

http://www.twmu.ac.jp/Basic/int-trop/_userdata/sympo_001.pdf

外国人患者の受入れにあたって、その他ご意見などがありましたら記入願います。

http://amda-imic.com/

http://amda-imic.com/modules/books/index.php?content_id=1

Ｑ8以外でご使用になっているマニュアル、サービス等がありましたらご紹介願います。

外国人患者受入れのための病院用マニュアル案(厚労省)

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/iryoanzen/gaikokuiryo-rinku.html

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/medicalinfo/

1

2

〈お願い〉 

本調査結果を受け、個別ヒアリングにお伺いするお願いをさせて頂く可能性があります。ご多忙の折、

大変恐縮ですが、何卒ご協力よろしくお願いいたします。 

http://www.kifjp.org/medical/
http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/26fy_sankousyo_all.pdf
http://www.twmu.ac.jp/Basic/int-trop/_userdata/sympo_001.pdf
http://amda-imic.com/
http://amda-imic.com/modules/books/index.php?content_id=1
http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/iryoanzen/gaikokuiryo-rinku.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/medicalinfo/

